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H の式を、 qpxay  2)( とする。 ),1(),,0( bBaA を通るから 

 qapa  2  ──① qppaqpab  )12()1( 22  ──② 

①－②より aapba  2  baap  22  
a

b
p

2
1  

②より 
























a

b
b

a

b

a

b
apaq

4
1

4
)1(

2

2
2  

 

H は下に凸であるから、H の弧 ABは、線分 ABの下側にある。 
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いずれにしても、H の弧 ABは、台形OABCの中にある。(証明終) 

 

(2) 

台形OABCの面積は
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であるから、その半分は
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H の弧 ABと線分 ABで囲まれた部分の面積は  
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 ba, は正であるから、これは成立しない。 

したがって、H の弧 ABは、台形OABCの面積を二等分することはない。(証明終) 
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